


　
昨
日
は
六
十
二
人
の
退
職
者

を
お
送
り
し
、
今
日
は
十
七
人

の
新
規
採
用
者
を
迎
え
ま
し
た
。

　
私
に
と
っ
て
は
最
後
の
年
度

始
め
の
あ
い
さ
つ
と
な
り
ま
す
。

由
利
本
荘
市
と
な
っ
て
五
年
目

に
入
り
、
ま
だ
、
慣
れ
な
い
部

分
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

が
格
差
と
い
う
言
葉
で
表
現
さ

れ
る
と
す
れ
ば
、
私
た
ち
の
、

市
役
所
の
説
明
が
は
た
し
て
行

き
届
い
て
い
た
の
か
ど
う
か
と

い
う
こ
と
に
も
か
か
わ
り
ま
す
。

新
年
度
は
、
市
民
に
対
す
る
懇

切
丁
寧
な
、
わ
か
り
や
す
い
説

明
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
、
雇
用
情
勢
が
大
変
厳
し

い
。
職
を
失
う
人
も
た
く
さ
ん

お
り
ま
す
。
そ
う
し
た
時
に
公

務
員
に
対
す
る
視
線
は
ど
う
な

の
か
。
人
が
苦
労
し
て
い
る
時

に
努
力
し
な
け
れ
ば
信
頼
を
失

う
こ
と
を
、
肝
に
銘
じ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　
市
は
平
成
十
七
年
度
か
ら
続

い
た
赤
字
財
政
が
実
質
単
年
度

収
支
で
よ
う
や
く
黒
字
に
な
る

見
込
み
で
す
。
こ
れ
は
市
民
の

ご
理
解
と
皆
さ
ん
の
頑
張
り
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
感
謝
し
ま

す
。
　
今
、
市
は
着
々
と
前
進
を
遂

げ
て
い
ま
す
。
財
政
の
問
題
か

ら
、
総
合
発
展
計
画
の
見
直
し

を
行
い
ま
し
た
。
平
成
二
十
一

年
度
か
ら
二
十
六
年
度
に
か
け

て
見
直
し
、
健
全
財
政
の
下
で

進
む
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
れ
は
市
民

に
と
っ
て
も
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
も

つ
ら
い
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
く
ぐ
り
抜

け
れ
ば
、揺
る
ぎ
な
い
と
こ
ろ
の
由
利

本
荘
市
に
な
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、こ
れ

は
市
民
に
も
ご
理
解
を
い
た
だ
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
し
、議
会
も
そ
れ
を
認

め
て
い
る
訳
で
す
。
力
を
合
わ
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
由
利
本
荘
市
の
未
来
が

開
け
る
と
の
確
信
を
持
っ
て
仕
事
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　
市
で
は
「
定
住
自
立
圏
構
想
」

を
進
め
て
い
ま
す
。
山
間
へ
き

地
な
ど
に
お
い
て
は
い
わ
ゆ
る

格
差
を
感
じ
る
訳
で
す
が
、
そ

れ
を
な
く
す
た
め
の
施
策
と
し

て
、
市
は
定
住
自
立
圏
を
目
指

し
前
進
し
て
い
き
ま
す
。
区
画

整
理
も
着
々
と
進
み
、
間
も
な

く
完
成
し
ま
す
。
由
利
橋
も
も

う
す
ぐ
架
か
り
ま
す
。
そ
し
て

文
化
複
合
施
設
。
こ
れ
は
中
心

地
と
し
て
の
に
ぎ
わ
い
、
地
域

活
性
化
へ
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト

を
与
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
学

校
施
設
も
相
当
程
度
整
い
ま
し

た
。
学
力
の
向
上
に
つ
い
て
も

努
力
を
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
、
皆
さ
ん
の
力
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
と
考
え
ま
す
。
一

つ
一
つ
が
良
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と

を
ど
う
評
価
す
る
の
か
。
私
は

よ
く
や
っ
て
き
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
今
の
由
利
本
荘
市
は
着

々
と
そ
の
基
盤
が
出
来
つ
つ
あ

る
。
そ
う
し
た
基
盤
が
当
市
の

発
展
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
日
は
人
事
異
動
で
辞
令
を

交
付
し
ま
し
た
。
昇
格
・
昇
任

し
た
人
、
同
時
に
部
署
替
え
に

な
っ
た
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
大

切
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
就
い
た
訳

で
す
の
で
、市
の
発
展
の
た
め
、

市
民
の
信
頼
を
得
ら
れ
る
よ
う

努
力
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
新
規
採

用
の
職
員
に
は
公
務
員
と
は
ど
う
い
う

も
の
か
、
さ
き
ほ
ど
の
宣
誓
の
中
身
を

じ
っ
く
り
考
え
、
ど
う
す
れ
ば
立
派
な

公
務
員
と
し
て
や
っ
て
い
け
る
か
を
考

え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
産
業
や
教
育
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
に
及
ぶ
訳
で
す
が
、
皆
さ
ん
が
和
を

も
っ
て
全
力
投
球
す
る
こ
と
で
、
由
利

本
荘
市
は
必
ず
栄
冠
を
勝
ち
得
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
平
成
二
十

一
年
度
が
悔
い
の
な
い
年
に
な
り
ま
す

よ
う
期
待
し
、
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

親
川
地
下
歩
道
完
成
祝
賀
会
で

　
　
　
　
　
　  

（
３
月
２９
日
）

黒
瀬
館
跡
か
ら
出
羽
丘
陵
を
望
む

黒
瀬
館
跡
か
ら
出
羽
丘
陵
を
望
む

黒
瀬
館
跡
か
ら
出
羽
丘
陵
を
望
む



◆目指すべき方向 

○人の流れの創出（東京圏 
　への人口流出防止と地方 
　圏への流れを創出） 
○分権型社会にふさわしい 
　社会空間の形成 
○ライフステージに応じた 
　多様な選択肢の提供 

○安心して暮らせる地域 
○中心市と周辺市町村が連携・ 
　役割分担 
○生活に必要な都市機能（民 
　間機能・行政機能）を確保 

①生活機能強化に係る取り組み 
ａ）医療 
　○救急医療体制の維持確保・受診受け付けシステムの構築・巡回
　　診療への支援（市内総合病院との連携による地域医療サービス
　　体制の整備） 
ｂ）福祉 
　○地域の集会施設などを活用した在宅福祉サービス体制の整備 
ｃ）産業振興 
　○鳥海山や環鳥海を軸とした滞在型観光への取り組み 
　○県立大学と連携した技術研究開発などによる地域産業の振興 
　○地域ブランド（秋田由利牛・鳥海りんどうなど）の流通拡大支援 
ｄ）その他 
　○スクールバスなど通学環境の充実 
②結びつきやネットワークの強化への取り組み 
ａ）道路などの交通インフラの整備 
　○地域と地域を結ぶ生活幹線道路の整備 
　○冬期間の安全な道路交通確保 
ｂ）地域公共交通 
　○ニーズに即した地域公共交通ビジョンの策定と公共交通の 
　　維持確保 
ｃ）情報格差の解消に向けたインフラ整備 
　○ケーブルテレビへの加入を推進するとともに、ケーブルテレビ
　　を活用した各地域への情報提供や地域独自の教育番組の制作 
　○行政手続きや公共施設予約への電子申請受け付けシステムの導入 
　○携帯電話不感地帯への移動通信用鉄塔整備 
ｄ）地域の生産者や消費者などの連携による地産地消 
　○直売施設を活用した地域特産品販売（海の幸・山の幸相互物流）
　　システムの構築 
③圏域マネジメント能力の強化への取り組み 
ａ）圏域内市町村の職員などの交流 
　○環鳥海観光等地域の魅力を自ら発掘し、発信できる地域人材 
　　の育成 
ｂ）その他 
　○地域生活に密着した人材力などを活用し、都市住民との段階
　　的滞在型体験交流事業の推進（豊かな大地で暮らしてみよう支
　　援事業） 

三
月
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て 

「
定
住
自
立
圏
中
心
市
宣
言
」 

　
昨
年
十
二
月
、
国
に
お
い
て
「
定

住
自
立
圏
構
想
推
進
要
綱
」
が
取

り
ま
と
め
ら
れ
、
定
住
自
立
圏
形

成
に
向
け
た
具
体
的
な
手
続
き
が

示
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
を
受
け
、
本
市
で
は
都
市

機
能
集
積
地
域
と
田
園
等
農
業
生

産
地
域
の
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
機
能

を
活
か
し
て
連
携
す
る
こ
と
で
必

要
な
生
活
機
能
の
強
化
を
図
り
、

地
域
全
体
の
活
性
化
を
図
る
意
志

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
先
月
十

九
日
、
本
年
第
一
回
市
議
会
定
例

会
に
お
い
て
「
由
利
本
荘
市
定
住

自
立
圏
中
心
市
宣
言
」
を
行
い
ま

し
た
。 

 

【
宣
言
（
抜
粋
）】 

　
由
利
本
荘
市
は
、
旧
本
荘
市
を

都
市
機
能
集
積
地
域
と
し
、
旧
七

町
を
田
園
等
農
業
生
産
地
域
と
し
、

両
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
を
活

か
し
、
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
必

要
な
生
活
機
能
の
強
化
を
図
り
、

地
域
間
に
お
け
る
均
衡
あ
る
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
圏
域
内
の

全
て
の
人
々
が
希
望
と
自
信
に
満

ち
あ
ふ
れ
、
自
然
と
調
和
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、
「
由

利
本
荘
市
定
住
自
立
圏
」
を
構
築

す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
。
（
中
略
）

　
圏
域
全
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

担
う
と
と
も
に
、
圏
域
全
体
の
均

衡
あ
る
発
展
に
欠
か
せ
な
い
地
域

医
療
の
維
持
・
確
保
や
地
域
公
共

交
通
機
関
の
整
備
な
ど
の
生
活
機

能
強
化
、
さ
ら
に
は
、
人
・
物
・

情
報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
っ

て
圏
域
全
体
の
魅
力
を
向
上
さ
せ

る
と
と
も
に
、
通
勤
、
通
学
圏
に

あ
る
「
に
か
ほ
市
」
と
の
連
携
も

視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
住
み
続
け

た
い
と
思
え
る
「
一
体
感
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
す
こ
と
を

表
明
す
る
。 

◎定住自立圏構想確立のための取り組み（案） 

１つの合併市で１圏域を形成 
定住自立圏 

由利本荘市、下関市（山口県）、 
薩摩川内市（鹿児島県）など 

合併市 

定
住
自
立
圏
構
想
と
は 

　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進

み
、
大
都
市
圏
へ
の
人
口
流
出
な

ど
地
方
の
活
力
が
低
下
し
て
き
て

い
る
の
が
、
地
方
自
治
の
現
状
で

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
地

方
圏
の
自
治
体
が
単
独
で
生
活
基

盤
の
充
実
を
図
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自

治
体
が
自
主
性
を
尊
重
し
な
が
ら

連
携
し
、
地
域
の
活
性
化
に
向
け

た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。
こ
の

取
り
組
み
に
国
の
各
機
関
が
連
携

し
て
支
援
し
て
い
く
こ
と
を
「
定

住
自
立
圏
構
想
」
と
い
い
ま
す
。 

県
内
で
唯
一
の
本
市
を
含
む 

全
国
二
十
四
市
二
十
二
圏
域
が 

「
先
行
実
施
団
体
」
に
指
定 

　
「
定
住
自
立
圏
構
想
」
は
人
口

四
万
人
を
超
え
る
「
中
心
市
」
を

核
に
、
周
辺
の
市
町
村
と
協
定
を

結
ん
で
圏
域
を
形
成
す
る
の
が
一

般
的
で
す
。
本
市
は
、
合
併
市
と

し
て
一
圏
域
を
形
成
す
る
「
合
併

一
市
圏
域
型
」
に
分
類
さ
れ
、
旧

本
荘
市
を
「
中
心
地
域
」
、
旧
七

町
を
「
周
辺
地
域
」
と
位
置
付
け

て
い
ま
す
。 

都
市
機
能
と
田
園
等
農
業
生
産 

地
域
は
運
命
共
同
体 

　
こ
の
構
想
の
推
進
に
よ
っ
て
、

都
市
機
能
集
積
地
域
（
中
心
地
域
）

と
田
園
等
農
業
生
産
地
域
（
周
辺

地
域
）
の
融
合
を
図
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
都
市
機
能
集
積
と
田
園

か
ら
森
林
へ
の
広
が
り
と
い
う
本

市
の
立
地
は
こ
の
構
想
に
非
常
に

適
合
し
て
い
る
部
分
が
多
く
、
国

か
ら
の
指
定
は
本
市
の
意
欲
が
く

み
取
ら
れ
た
も
の
で
、
均
衡
あ
る

市
の
発
展
に
と
っ
て
こ
の
上
な
い

チ
ャ
ン
ス
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。 

①生活機能強化 
②「結びつき」や「ネットワーク」の強化 
③圏域マネジメント能力の強化 

田
園
等
農
業
生
産
地
域 

都
市
機
能
集
積
地
域 

い 

運
命
共
同
体

運
命
共
同
体 

運
命
共
同
体 



　
白
砂
青
松
復
活
を
目
指
し
、
海
岸

松
林
の
落
ち
葉
な
ど
の
除
去
作
業
を

行
い
ま
す
。※
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

▽
日
時
　
４
月
29
日（
水
・
祝
）午
前

　
８
時
30
分
〜

▽
場
所
　
石
脇
田
尻
地
内
市
有
林

　（
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
前
集
合
）

▽
持
ち
物
　
軍
手

※
レ
ー
キ
、
一
輪
車
を
準
備
で
き
る

　
方
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
由

　
利
地
域
振
興
局
森
づ
く
り
推
進
課

　（
☎
22
―
２
５
１
８
）
ま
た
は
市

　
林
政
課
（
☎
24
―
６
３
５
７
）

　
市
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
公
営
住
宅

　
矢
島
地
域
　
　
１
戸
（
栄
町
）

　
岩
城
地
域
　
　
１
戸
（
愛
宕
）

　
由
利
地
域
　
　
２
戸
（
滝
沢
舘
）

　
西
目
地
域
　
　
１
戸
（
浜
山
）

▽
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

　
岩
城
地
域
　
　
１
戸
（
田
町
）

▽
公
共
住
宅
（
若
者
）

　
東
由
利
地
域
　
１
戸
（
吉
野
）

▽
公
共
住
宅

　
大
内
地
域
　
　
１
戸
（
新
大
宮
田
）

　
鳥
海
地
域
　
　
１
戸
（
笹
子
）

▽
申
込
期
限
　
４
月
27
日（
月
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
入
居
の
条
件
な
ど
、
詳
し
く
は
市

　
都
市
計
画
課（
☎
24
―
６
３
３
４
）

　
ま
た
は
各
総
合
支
所
建
設
課
ま
で

　
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
で

は
、
推
進
員
に
な
る
方
を
募
集
し
ま

す
。初
め
て
推
進
員
に
な
る
方
は
、本

荘
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る
「
養

成
講
座
」
を
受
講
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、
各
総
合
支
所
福
祉
保
健

課
ま
た
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
備
え

付
け
の
様
式
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
講
座
内
容
の
詳
細
は
、
申
し
込

み
受
け
付
け
後
連
絡
し
ま
す
。

▽
募
集
期
間
　
〜
５
月
25
日（
月
）

▽
養
成
講
座
開
催
期
間
　
６
月
〜
翌

　
年
３
月
（
約
20
時
間
）

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
本
荘
保
健
セ
ン

　
タ
ー
（
☎
22
―
１
８
３
４
）

　
環
境
に
優
し
い
農
業
を
体
験
し
、

エ
コ
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、「
食
」

と
「
農
」
の
大
切
さ
に
つ
い
て
楽
し

く
学
習
し
ま
す
。

　
（
田
植
え
や
じ
ゃ
が
い
も
掘
り
な

ど
、
年
７
回
程
度
の
学
習
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
）

▽
募
集
対
象
　
Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん
せ
い

　
管
内
の
児
童
（
３
年
生
以
下
は
保

　
護
者
同
伴
）

▽
募
集
人
員
　

50
人
（
応
募
多
数
の

　
場
合
、
抽
選
）

▽
年
会
費
　
２
千
円
（
傷
害
共
済
掛

　
金
・
資
料
代
な
ど
）

▽
応
募
方
法
　
４
月
24
日
（
金
）
ま

　
で
、
各
支
店
窓
口
に
申
し
込
み

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん

　
せ
い
　
生
活
課
（
☎
27
―
１
７
２

　
５
）

▽
対
象
　
本
年
４
月
に
大
学
・
大
学

　
院
・
短
大
・
高
専
・
専
修
学
校（
専
門

　
課
程
）に
進
学
し
た
人
、
ま
た
は

　
来
春
進
学
を
予
定
し
て
い
る
人
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
在

　
学
す
る
学
校
の
窓
口
、
日
本
学
生

　
支
援
機
構
奨
学
事
業
相
談
セ
ン
タ

　
ー
（
☎
０
５
７
０
―
０
３
―
７
２

　
４
０
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
同
機
構
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

　
す
。

　（h
t

t
p

:
/

/
w

w
w

.
j

a
s

s
o

.
g

o
.

j
p

/

）

　
４
月
１
日
か
ら
梵
天
・
砂
子
下
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
伊
勢
堂
会

館
（
集
会
所
）
の
利
用
方
法
お
よ
び

使
用
料
が
変
わ
り
ま
し
た
。

 

梵
天
・
砂
子
下
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▽
予
約
受
け
付
け
　
利
用
す
る
２
カ

　
月
前
の
日
か
ら

▽
利
用
許
可
申
請
書

　
利
用
す
る
日
の
１
週
間
前
ま
で

▽
利
用
料
金

 

▽
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
　
市
都
市

　
計
画
課
（
☎
24
―
６
３
３
４
）

 
伊
勢
堂
会
館
（
集
会
所
）

▽
予
約
受
け
付
け
・
利
用
許
可
申
請

　
中
横
町
町
内
会
・
江
幡
進
雄

　（
☎
22
―
０
０
８
２
）

●
本
荘
郷
土
資
料
館

▽
全
面
休
館

　
４
月
20
日（
月
）〜
28
日（
火
）

▽
常
設
展
の
み
無
料
開
放

　
４
月
29
日（
水
）〜
５
月
１
日（
金
）

▽
次
回
企
画
展
　
５
月
２
日（
土
）〜

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
本
荘
郷
土
資
料

　
館
（
☎
24
―
３
５
７
０
）

●
矢
島
郷
土
文
化
保
存
伝
承
施
設

　
展
示
替
え
の
た
め
、
次
の
期
間
臨

時
休
館
し
ま
す
。

▽
期
間
　
４
月
20
日
（
月
）
〜
５
月

　
１
日
（
金
）

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
矢
島
郷
土
文
化

　
保
存
伝
承
施
設（
☎
56
―
２
２
０
３
）

　
由
利
本
荘
地
域
大
量
離
職
者
緊
急

雇
用
対
策
会
議
の
主
催
で
、
離
職
者

の
再
就
職
を
支
援
す
る
緊
急
面
接
会

を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
　
４
月
23
日（
木
）午
後
１
時

　
30
分
〜
４
時
（
受
け
付
け
開
始:

　
午
後
１
時
〜
）

※
午
前
10
時
よ
り
、
生
活
支
援
や
職
業

　
能
力
開
発
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

▽
会
場
　
西
目
公
民
館「
シ
ー
ガ
ル
」

▽
求
人
者
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
本
荘
に

　
求
人
票
を
提
出
し
て
い
る
企
業

　（
35
ブ
ー
ス
程
度
予
定
）

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
商
工
振
興
課

　（
☎
24
―
６
３
７
８
）

梵天コミュニティセンター
区分

和室（１８畳）
洋室（２４畳）
洋室（１５畳）
調理実習室

使用料（１時間につき）
２００円
２００円
１００円
４００円

備考

暖房を使用する場
合は、使用料の20
％を加算する

砂子下コミュニティセンター
区分
多目的室
和室（２４畳）
和室（１２畳）
調理実習室

使用料（１時間につき）
４００円
２００円
１００円
４００円

備考

暖房を使用する場
合は、使用料の20
％を加算する

①
パ
ソ
コ
ン
基
礎
（
初
心
者
向
）

▽
実
施
日
　
５
月
18
日（
月
）

②
ワ
ー
ド
初
級
（
初
心
者
向
）

▽
実
施
日
　
５
月
19
日（
火
）

③
エ
ク
セ
ル
基
礎

▽
実
施
日
　
５
月
25
日（
月
）

④
エ
ク
セ
ル
初
級

▽
実
施
日
　
５
月
26
日（
火
）

⑤
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科

▽
実
施
日
　
５
／
14
〜
８
／
11

　（
３
カ
月
コ
ー
ス
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
会
場
　
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

▽
時
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４

　
時
30
分

▽
受
講
資
格
　
市
内
在
住
者
で
雇
用

　
保
険
の
受
給
資
格
の
な
い
離
職
者

　（
求
職
者
に
限
る
）

▽
受
け
付
け
・
問
い
合
わ
せ
先

　
４
月
30
日（
金
）ま
で（
平
日
の
み
）

　
本
荘
由
利
職
業
訓
練
協
会（
☎
23

　
―
５
５
０
２
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選
。ま
た
、

　
受
講
日
数
に
応
じ
て
受
講
手
当
を

　
支
給
し
ま
す
。

　
４
月
１
日
よ
り
「
本
荘
由
利
広
域

交
流
セ
ン
タ
ー
」（
上
大
野
16
）の
名

称
が
次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
し
た
。

　
利
用
の
申
し
込
み
は
、
施
設
か
市

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
推
進
課
へ
お

願
い
し
ま
す
。

▽
新
名
称
　
由
利
本
荘
市
市
民
交
流

　
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
24
―
４
３
４

　
４
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24
―
２
７
１
４
）

▽
利
用
申
し
込
み
　
使
用
日
の
２
カ

　
月
前
か
ら
受
け
付
け

▽
使
用
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午

　
後
10
時

▽
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日
（
月
曜
日

　
が
祝
日
の
場
合
、休
館
日
は
翌
日
）

▽
施
設
管
理
　
市
教
育
委
員
会
生
涯

　
学
習
推
進
課（
☎
24
―
６
２
８
４
）

　
４
月
20
日（
月
）よ
り
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
強
化
の
た
め
、
カ
ー
ド
の
記
載

内
容
な
ど
が
変
更
さ
れ
ま
す
。
（
現

行
の
カ
ー
ド
か
ら
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が

強
化
さ
れ
た
カ
ー
ド
へ
の
変
更
は
手

数
料
500
円
が
か
か
り
ま
す
）

▽
変
更
内
容
　
①
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
券

　
面
に
記
載
さ
れ
て
い
る
情
報
が
内

　
蔵
さ
れ
ま
す
。
②
券
面
に
共
通
ロ

　
ゴ
マ
ー
ク
と
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
印
刷

　
さ
れ
ま
す
。（
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
入
っ

　
た
も
の
は
秋
以
降
に
発
行
予
定
）

※
４
月
20
日（
月
）か
ら
住
民
基
本
台

　
帳
カ
ー
ド
を
新
た
に
作
ら
れ
た
方

　
に
は
ネ
ッ
ク
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
無
料

　
配
布
し
ま
す
。
（
先
着
300
人
）

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
生
活
課

　（
☎
24
―
６
２
４
３
）

　　
県
で
は
、
公
益
の
推
進
の
た
め
に

県
民
自
ら
が
企
画
・
運
営
す
る
活
動

に
対
し
て
、助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
受
付
期
間
　
４
月
10
日（
金
）〜
５

　
月
11
日（
月
）

▽
助
成
内
容

●
イ
ベ
ン
ト
等
開
催
支
援

　
地
域
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開

催
費
用（
１
／
３
以
内
、上
限
80
万
円
）

●
講
習
会
・
学
習
会
等
開
催
支
援

　
地
域
の
あ
り
方
を
考
え
る
学
習
会

な
ど
の
開
催
費
用
（
４
／
５
以
内
、

上
限
20
万
円
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
由
利
地
域
振
興
局
地
域
企
画
課

　（
☎
22
―
５
４
３
２
）

▽
大
会
期
日
　
９
月
５
日（
土
）

▽
実
施
競
技
　
陸
上
競
技
、
水
泳
、

　
一
般
卓
球
、
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル

　
テ
ニ
ス
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
、
ボ
ウ

　
リ
ン
グ
、フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
精
神
障
害
）

※
会
場
な
ど
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
方
法
　
５
月
上
旬
か

　
ら
、
市
町
村
の
障
害
福
祉
担
当
課

　
で
関
係
書
類
を
配
布
。
申
し
込
み

　
方
法
な
ど
は
関
係
書
類
に
明
記
し

　
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
県
障
害
者
ス
ポ

　
ー
ツ
協
会
（
☎
０
１
８
―
８
６
４

　
―
２
７
５
０
）

▽
日
時
　
５
月
11
日（
月
）〜
11
月
26

　
日（
木
）午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30

　
分
（
毎
週
月
曜
日
・
隔
週
木
曜
日

　
・
計
40
回
／
予
定
）

▽
場
所
　
鶴
舞
会
館
ほ
か

▽
対
象
　
手
話
が
初
め
て
の
人

▽
定
員
　

20
人
（
受
講
無
料
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
４
月
30
日（
木
）ま
で
市
福
祉
支
援

　
課
（
☎
24
―
６
３
１
４
）

▽
試
験
種
類
・
実
施
日
・
会
場

▽
受
付
期
間
　
４
月
20
日（
月
）〜
５

　
月
８
日（
金
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　（
社
）県
消
防
設
備
保
守
協
会
（
☎

　
０
１
８
―
８
３
５
―
５
８
８
０
）

▼新しい住民基本台帳カード

試験種類

第１類
（甲・乙）

５月２６日（火）
～２７日（水）

第４類
（甲・乙）

５月２８日（木）
～２９日（金）

第６類
（乙）

６月１日（月）
～２日（火）

実施日 会　場

ルポール
みずほ
（秋田市
山王

４－２－１２）

　上映日　５月９日（土）
　会場・時間・問い合わせ先
●本荘文化会館
　午前10時～
・問い合わせ先　市観光協会本荘
　支部（☎２４－６３４９）
●紫水館
　①午後３時～、②午後７時～
・主催　青少年育成由利本荘市民
　会議鳥海支部（問い合わせ先：
　紫水館☎５７－３０２０）
　入場料金　大人1,700円、学生
　（高校生以上）1,400円、子ど
　も（中学生以下）1,000円、シ
　ニア（60歳以上）1,000円
※割引券持参者は、シニアを除き
　200円引きでご覧いただけます。

（C）
2009
釣
り
キ
チ
三
平
制
作
委
員
会

▽
▽

▽

▲新名称は「由利本荘市市民
　交流学習センター」に

　本紙４月１日号と同時配布しました「平成２１年度納税カレンダー」下段の各税目納
期限日のうち、市・県民税第４期「平成２２年２月２日」とあるのは、「平成２２年２月１日」の
誤りです。訂正しておわびいたします。（市収納課☎２４－６２５６）

訂正・
おわび



■市役所第二庁舎 
□教育委員会教育総務課（教育総務班☎24-6280） 
□学校教育課　　（学校教育班☎24-6289） 
□生涯学習推進課（生涯学習班☎24-6284　社会教育班☎24-6284 
　　　　　　　　（仮称）文化複合施設運営室☎24-6181） 
□文化課　　　　（芸術文化班☎24-6288　文化財班☎24-6288） 
□商工振興課（商業労政班☎24-6372　工業振興班☎24-6373　交通政策班☎24-6378） 
□観光振興課（鳥海山観光振興室☎24-6375　観光物産班☎24-6349　観光施設班☎24-6376） 
□企業誘致課（企業誘致班☎24-6373） 
□区画整理課（管理班☎24-6161　区画整理班☎24-6161） 
□スポーツ振興課（スポーツ振興班☎24-6183　施設班☎24-6287） 
 

■本荘保健センター 
□健康管理課（管理班、母子保健班、成人保健班、栄養指導班　☎22-1834） 
 
 
■市役所増設棟 
□農業委員会事務局（庶務班☎24-6258　農政班☎24-6259 

　　　　　　　　　　農地班☎24-6260） 
□管財課（管財班☎24-6262　財産区☎24-6263） 
 
□生活環境課（生活環境班☎24-6253　施設計画班☎24-6253） 
 
□交通防災課（交通防災班☎24-6254　市民相談班☎24-6251） 
 
 
 
■広域行政センター 
□検査課（検査班☎24-6265）　　　◇学習ホール 
□入札課（入札班☎24-6222） 
□企画調整課（定額給付金交付室☎24-6271） 
 
◇広域市町村圏組合事務局 
□情報政策課（情報処理班☎24-2470） 
 
□選挙管理委員会事務局 
　　　（庶務班、選挙班☎24-6390） 
◇由利農業共済組合 

電
話
番
号

電
話
番
号
案
内
案
内 

■市役所本庁 
 
□監査委員事務局（監査班☎24-6392） 
 
□議会傍聴席、第４～６、８会議室 
 
 
□議会事務局（庶務班☎24-6386　議事班☎24-6387 

　　　　　　　調査班☎24-6388） 
□議長室、正庁、議場 
 
□建設管理課（管理班☎24-6329　用地調整班☎24-6342　維持班☎24-6341 

　　　　　　　道路班☎24-6330　河川班☎24-6330） 
□都市計画課（管理班☎24-6333　都市計画班☎24-6332　公園緑地班☎24-6332 

　　　　　　　建築住宅班☎24-6334） 
□建築営繕課（建築営繕班☎24-6393） 
□区画整理課（管理班☎24-6161　区画整理班☎24-6161） 
□上下水道課（管理班☎24-6344　下水道班☎24-6336　簡易水道班☎24-6337） 
□農業水産課（秋田由利牛振興室・畜産班☎24-6354　農政班☎24-6353 
　　　　　　　農山村づくり支援班☎24-6234　水産班☎24-6355） 
□林政課　　（振興管理班☎24-6230　森林整備班☎24-6357） 
□農村整備課（管理班☎24-6360　農村整備班☎24-6361　集落排水班☎24-6348） 
 
□総務課　　（総務班☎24-3321　文書法規班☎24-6212） 
□職員課　　（人事班☎24-6216　給与福利班☎24-6217） 
□財政課　　（財政班☎24-6219） 
□企画調整課（秘書室☎24-6203　企画調整班☎24-6226 
　　　　　　　地域づくり推進室☎24-6231　統計班☎24-6227） 
□広報広聴課（広報広聴班☎24-6237） 
□情報政策課（情報管理班☎24-6366　CATVセンター☎65-3722） 
□行政改革推進本部（事後指導対策室、行政改革班☎24-6383） 
 
□市民生活課（住民記録班☎24-6243　高齢者・福祉医療班☎24-6244 
　　　　　　　国保班☎24-6245　国民年金班☎24-6246） 
□税務課　　（住民税班☎24-6302　資産税班☎24-6305 
　　　　　　　国保税班☎24-6306　地籍調査班☎24-6257） 
□福祉支援課（福祉班☎24-6314　保護班☎24-6316） 
□子育て支援課（児童支援班☎24-6319　保育所班☎24-6320） 
□長寿支援課（地域包括支援センター☎24-6324　高齢者支援班☎24-6322　介護班☎24-6323） 
□収納課　　（収納班☎24-6256） 
□会計課　　（出納班☎24-6309　審査班☎24-6308）　　◇市金庫 
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市役所本庁 
（左側が広域行政センター） 

教育委員会と商工観光部、区画整理課が 
入っている市役所第二庁舎 
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302人の新入生を市民が歓迎（４月７日） 
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おくやみ申し上げます ＜３月16日～31日受け付け分＞

＜3月16日～31日受け付け分＞

３月末日現在・住民基本台帳

87,394 

41,799 

45,595 

30,028

人 

人 

人

世帯

（－389） 

（－197） 

（－192） 

（－52）

（　）は前月比

■水と桜の里を訪ねる参加者募集
　とき…４月22日（水）午前10時～午後
　２時
　ところ…本荘勤労青少年ホーム、かす
　み温泉
　内容…水探索、温泉入浴、散策
　持ち物…水入れ容器、弁当
　参加費…1,000円（入浴料、ほか）
　お問い合わせ…美味しい水を楽しむ会・
　伊藤さん（☎23－1768）
■春の自然観察会のご案内
　とき…５月２日（土）午前９時～正午
　ところ…西目町田高の熊野神社境内
※午前９時に西目公民館シーガル前庭に
　集合し、分乗して現地に向かいます。
　内容…四国八十八カ寺由来の100体のお
　地蔵と1,000本を越えるツバキ森を散策
　する
　お問い合わせ…西目自然に親しむ会・
　河本さん（☎33－3262）
■陶芸初心者無料体験教室
　初心者の方が気軽に陶芸を体験できる
無料体験教室を開催します。この機会に
陶芸を体験してみませんか。お茶碗を作
ります。
　とき…４月29日（水・昭和の日）午前
　10時～正午
　ところ…創作工房アトリエ遊
　材料費…1,500円（土、釉薬、焼成代）
　申し込み・お問い合わせ…創作工房ア
　トリエ遊・加賀さん（☎73－2919）
※人数に限りがありますのでお早めにお
　申し込みください。
■日本陸連公認審判員実技講習会・
　本荘由利春季陸上競技記録会
　とき…４月29日（水・昭和の日）午前
　10時～
　ところ…水林競技場
※事前申し込みが必要です。（〆切４月２０日（月））
　申し込み・お問い合わせ…本荘由利陸
　上競技協会事務局・鎌田さん 
　　　　　　　　　（☎・FAX23－3357） 
■第４回にかほ市吹奏楽祭開催
　とき…４月19日（日）午後１時30分開演
　ところ…にかほ市金浦勤労青少年ホー
　ム体育館
　内容…中学校・高校・一般の吹奏楽団
　による演奏
　入場料…無料
　お問い合わせ…にかほ市吹奏楽祭事務
　局・金森さん（☎090－1064－0684）

佐々木浩吉氏（旧岩城町文化功労者・岩城亀田
大町）は３月26日永眠されました。同氏は昭和
47年７月から３期12年にわたり、旧岩城町収入
役を務められるなど、地方自治の発展・向上に
尽力されました。平成３年旧岩城町文化功労者
顕彰（自治功労）。平成９年勲５等瑞宝章。91歳。

菅野稔氏（由利本荘市交通指導員（鳥海支部）・
鳥海町上笹子）は３月22日永眠されました。同
氏は平成14年４月から旧鳥海町、合併後は由利
本荘市交通指導員を務められ、交通指導と交通
安全に尽力されました。55歳。

佐々木ハルノさん
　　　　　（船岡・89歳）
　田　　正さん
　　　　（大鍬町・81歳）
川村サクヱさん
　　　　（日役町・89歳）
小松　ツネさん
　　　　　　（館・94歳）
佐藤　テルさん
　　　　（内黒瀬・81歳）
高橋　末　さん
　　　　　（石脇・86歳）
佐藤　英夫さん
　　　（谷山小路・80歳）
菊地　　勉さん
　　　（表尾崎町・73歳）
阿部喜代士さん
　　　　（薬師堂・77歳）
阿部み　子さん
　　　　（松ヶ崎・89歳）
岡部　光博さん
　　　　　（後町・52歳） 
小松　武　さん
　　　　（瓦谷地・79歳）
渡辺　チヨさん
　　　　　（福山・80歳）
佐藤　カツさん
　　　（裏尾崎町・75歳） 
藤島　藤吉さん
　　　　　（石脇・87歳）
三浦　　夫さん
　　　　　（鶴沼・78歳） 
柳原　鴻藏さん
　　　（本田仲町・80歳）

小島　チヨさん
　　　　（赤沼町・93歳）
佐々木トシ子さん
　　　　　（大浦・84歳）
佐藤　煌琉さん
　　　　　（土谷・１歳）
工藤ハツヱさん
　　　　　（荒町・92歳）
岡部　サヨさん
　　　　（猟師町・88歳） 
板垣　秀司さん
　　　　　（烏川・68歳）
茂木　鉄夫さん
　（矢島町坂之下・77歳）
金子　　誠さん
　（矢島町七日町・87歳）
小番キネ子さん
　　（矢島町立石・84歳）
大杉　　正さん
　　（矢島町元町・67歳）
佐々木次郎さん
　（矢島町七日町・88歳） 
佐藤　　矢さん
　　（矢島町城内・78歳）
小番サダヨさん
　　（矢島町城内・99歳）
木村　三郎さん
　　　（岩城冨田・80歳）
佐々木イトさん
　　　（岩城勝手・92歳） 
田口昭四郎さん
　　　（岩城二古・80歳）
星川　勇一さん
　　　（岩城福俣・69歳）

佐々木市太郎さん
　　　（岩城勝手・90歳）
伊藤ツタエさん
　　　（岩城滝俣・76歳）
渡部　　守さん
　　（岩城内道川・65歳）
金澤直三郎さん
　　（岩城上黒川・84歳）
進藤　アキさん
　　（岩城内道川・97歳） 
堀井源一郎さん
　　　（岩城二古・81歳）
梁瀬　　忠さん
　　　　　（前郷・81歳）
三浦　久一さん
　　　　　（土倉・72歳）
佐々木孫七さん
　　　　　（川西・85歳）
寺田　花子さん
　　　　　（前郷・75歳）
熊谷　修一さん
　　　　　（前郷・90歳）
佐々木アルミさん
　　　　（小栗山・89歳）
斉藤ミネコさん
　　　　　（中帳・91歳）
伊藤　タカさん
　　　　　（長坂・83歳）
畠山　　清さん
　　　　　（羽広・84歳）
　地　秀一さん
　　　　　（新田・91歳）
工藤　朋三さん
　　（東由利法内・86歳）
遠藤　トミさん
　　　（東由利宿・81歳）
森川　昭児さん
　　（東由利老方・76歳）
佐　　貞次さん
　　（東由利舘合・90歳）
齋藤　俊雄さん
　　（西目町出戸・57歳）
佐藤エツ子さん
　（西目町海士剥・65歳）
佐藤　一友さん
　　（西目町沼田・57歳）
佐々木初美さん
　（西目町海士剥・80歳）
　台　冨松さん
　　（西目町出戸・89歳）
村上カオヱさん
　　（鳥海町猿倉・83歳）
土田ミサヲさん
　（鳥海町下川内・98歳）
佐藤　三治さん
　　（鳥海町小川・78歳）
佐　ミツヨさん
　（鳥海町下笹子・89歳）
佐藤　モトさん
　（鳥海町上川内・92歳）
　野アサノさん
　（鳥海町上笹子・82歳）

熊谷　あみちゃん（博幸さん）石脇
小松　七　ちゃん（ 順 さん）藤崎
高野　遥陽ちゃん（良太郎さん）内越
伊藤　晴流ちゃん（宏一さん）新組町
小松　悠人ちゃん（ 司 さん）東梵天
佐藤　玲奈ちゃん（広之さん）滝ノ沢
草苅　零生ちゃん（良至さん）花畑町
二村　玲祢ちゃん（宗男さん）花畑町
　田　日陽ちゃん（ 晃 さん）石脇
猪股　蒼司ちゃん（隼人さん）大鍬町 
佐藤　大心ちゃん（幸大さん）小人町

佐藤　綺音ちゃん（佳彦さん）石脇
　野　琉七ちゃん（鉄也さん）大鍬町
堀江　泰地ちゃん（ 奨 さん）八幡下
今野　愛優ちゃん（優輝さん）岩城勝手
鎌田　あこちゃん（ 篤 さん）岩城二古
三浦　姫菜ちゃん（ 健 さん）山本
三浦　大河ちゃん（清和さん）曲沢
吉尾ひなのちゃん（陽一さん）牛寺
土門さくらちゃん（ 篤 さん）岩谷町
大庭　　柊ちゃん（ 司 さん）東由利蔵
加川　愛心ちゃん（智也さん）西目町沼田
新田　　南ちゃん（ 穣 さん）鳥海町下直根
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■「水林アスリート」会員を大募集！
　ジュニア陸上クラブ「水林アスリート」
では、陸上競技に興味・関心のある子ど
もたちを広く募集中です。
　対象…おおむね小学４年生～中学３年生
　練習日…毎週土曜日　午前９時30分～
　11時30分
　練習場所…水林競技場
　参加料…スポーツ傷害保険、競技場年
　間利用料などの負担あり
　主催…本荘由利陸上競技協会
　問い合わせ先…由利小学校・高野先生 
　　　　　　　　　　　（☎32－8171）
■本荘カルチャーテニス会員募集
　一緒に汗を流しませんか。初心者歓迎。
　とき…毎週火・金曜日　午前10時～午
　後３時
　内容…基礎練習（ミニラリー、ボレー、
　ストローク、サービススマッシュ、レ
　シーブ）、ダブルス試合
　ところ…水林テニスコート（４月～10
　月）、市総合体育館（11月～３月）
　参加費…１回200円（水林）、300円（総
　合体育館）
　申し込み…村上さん（☎22－0213）
■コアラちゃん教室に遊びにおいで！
　お子さんが安心して、楽しく遊べるひ
とときです。お友だちもできますよ！初
めての方もお気軽にどうぞ。
　とき…毎月第３水曜日（８月・３月を
　除く）　午前10時～11時30分
　内容…４月「春探し」、５月「ふわふ
　わ小麦粉粘土」、６月「人形劇」、７
　月「みんな大好き水遊び！」
　ところ…本荘カトリック幼稚園
　対象…０歳～就園前の乳幼児と保護者
　持ち物…内ズック、着替え、帽子
　お問い合わせ…本荘カトリック幼稚園 
　　　　　　　　　　　（☎22－2068）

■ＵＧＯ合気道教室再開！
　とき…４月からの毎週月・水・金曜日
　午後７時～８時30分
　ところ…石脇体育館（月・金）、格技
　場（水）
　対象…中学生以上の男女どなたでも
　お問い合わせ…高野さん
　　　　　　　　　　　（☎22－4542）
■本荘太極拳講習会 １カ月無料 
　70歳以上は生涯無料
　希望者は会場へお越しください。
　とき…①毎週水・金・土曜日の午前９時
　30分～・毎週月曜日の午後１時30分～、
　②毎週日・木曜日の午前９時30分～
※各２時間。
　ところ…①ポンパル、②鶴舞会館
　お問い合わせ…由利本荘市太極拳協会・
　井島蓉子さん（☎22－5535）
■ママたちでつくる育児サークル「親子
　リズム」
　とき…毎週木曜日　午前10時～11時30分
　ところ…市民交流学習センター
　内容…リズム体操・手遊び・絵本の読
　み聞かせ・ママたちの交流
　持ち物…タオル・飲み物・お皿
　対象…０歳～就園前の子どもと保護者
※月会費1,000円ですが体験は無料です。
　お問い合わせ…鈴木さん
　　　　　　　　（☎080－1196－8596）
■ボランティア募集します！
　障害をもっている方たちと、鉢作り、
園芸などを一緒に楽しんでくれる方を募
集します。
　内容…月曜～金曜日の２日間程度
※昼食は準備します。
　お問い合わせ…ＮＰＯ法人 逢い
　　　　　　　　　　　（☎24－1109）

　木村ツキノさん（明治42
年３月31日生まれ・矢島町
七日町）に、市から賀詞と
長寿祝金が贈呈されました。
　これからもお元気でお過
ごしください。△
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　「秋田踊り20選」に選定
された、本市を代表する民
俗芸能「本海番楽」のＤＶ
Ｄが出来上がりました。
　このＤＶＤは、市が本海
獅子舞伝承者懇話会（松田
訓会長）の協力を得て制作
したもので、「見る・おぼ
える・調べる」の３部門で
構成されています。
　数ある演目の中から獅子
舞を選定し、具体的にその
特徴を紹介。また、本海番
楽全体の特徴や歴史、面な
どの道具についても詳しく
解説しています。本市の概
要や観光地、特産品、イベ
ントなども紹介しているＤ
ＶＤですので、幅広くご活
用ください。
◆頒布数　限定100枚
◆価格　3,990円
◆頒布窓口　本荘郷土資料
　館（☎24－3570）、各公
　民館（子吉・小友・ 
　石沢・南内越・ 
　北内越・松ヶ崎
　公民館は除く） 

◆問い合わせ先
　　　文化課（☎24－6288）

県指定無形民俗文化財 

　深沢町内会（小野善隆会長）で３月29日、「きのこ山
づくり」が行われ、住民約40人が参 
加しました。
　町内の子どもたちや若い人などに 
地元の山を知ってもらおうと初めて 
開催されたもので、約一万本の杉の 
木を有する同町内会所有の山林でシ 
イタケやナメコなどキノコの植菌作 
業を実施。参加者は来年秋の収穫を 
楽しみに作業に打ち込んでいました。



新山公園(約680本)
黒瀬館(20本)
芋川桜づつみ(2,001本)
※大内地域含む
秋田新電元㈱(約70本)
大浦北側墓地(約10本)
本荘自動車協会(ぱい
んすぱ新山前・10本)
松涛公園(約100本)
竜巻街区公園(30本)
石脇体育館・本荘郷土
資料館(20本)
東北日本電産ニッシン㈱
(約20本)

 
本荘公園(約1,200本)
由利地域振興局裏(12本)
本荘南中学校(5本)
本荘体育館(30本)
本荘文化会館・本荘図
書館(27本)
尾崎小学校(36本)
萬生苑周辺(約20本)
本荘高校桜坂(約100本)
薬師堂街区公園(30本)
市道由利中央線(鶴舞
温泉周辺・10本)

石沢絆の茂里(もり)
(約200本)
畑谷公民館(13本)

北内越小学校(31本)
飛鳥大通公園(182本)
市道川口二十六木線
(県立大学周辺・約40本)
三条山(22本)
小友小学校(約100本)
市道栗林本線(栗林堤
周辺・24本)
石沢小学校(42本)
甘露が丘公園(石沢大
滝前・約100本)

ふれあい公園(110本)
川辺生活改善センター(4本)
道益苑・八森苑(国登
録有形文化財・2本)
矢島神社(約15本)

立石会館(約10本)
矢島高校(6本)
矢島多目的運動広場
(約60本)
由利高原鉄道 矢島駅
(駐車場周辺・約70本)
新荘中屋敷会館(3本)
郷内発電所(約30本)

亀田小学校周辺(約100本)
新鶴潟公園(約100本)
烏沼周辺(約50本)
秋田県消防学校(約100本)
市道二古亀田線沿線
(約300本)
市道岩城東幹線沿線
(約300本)

磐田電工㈱周辺(約50本)
県道本荘岩城線沿線
(約100本)
亀田城(約50本)
市道上蛇田線沿線(約300本)

西滝沢水辺プラザ(47本)
千年桜(食堂)前(20本)
(旧)鮎川小学校(9本)
黒沢緑地公園(約140本)
ゆりさくら公園(59本)
善隣館周辺(84本)
ふれあい農場(約800本)
由利仲八郎政春終焉の
地(市指定史跡・6本)
山田合戦跡(市指定史
跡・1本)

由利高原鉄道 西滝沢
駅(4本)

　岡のカスミザクラ(県
指定天然記念物・1本)
芋川桜づつみ(2,001本)
※本荘地域含む
市道岩谷黒川線沿線
(約50本)
下川大内小学校(約50本)
　岡広場(約30本)
出羽中学校(約50本)
北福田水辺公園周辺
(約50本)
大内畜産センター
(約50本)
大内山村広場(約50本)

滝集会施設(約50本)

八塩いこいの森
(約2,000本)
宿河川公園(約100本)
畜産広場(大蔵桜梅公
園・約100本)
高瀬小学校(約35本)
前堤農村公園(約40本)
寺田農村公園(約80本)
ボツメキ農村公園
(約300本)
文教の杜「台山」
(約110本)
八塩小学校(約30本)
黄桜温泉「湯楽里」
(約50本)

浜館公園(約3,000本)
ハーブ通り(140本)
市道若松町線(西目総
合支所周辺・30本)
市道西目本荘線(新道
下踏切周辺・7本)
西目小学校(1本)
かしわ温泉周辺
(約100本)
孔雀館浄水場(約30本)
望海の丘(約70本)
西目林業センター周辺
(約10本)
四角井戸ため池(50本)

トレセン＆健康広場周辺
(約70本)
市道伏見上原線沿線
(約30本)
鳥海河川公園(約30本)
上田野グラウンド(約20本)
川内小学校(1本)
鳥海川第１発電所周辺
(6本)
直根小学校(約30本)
笹子小学校(約50本)
目渡公園(約10本)
笹子交流広場「つきやま」
(約20本)
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市
で
は
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
「
さ
く
ら

満
開
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、そ
の
実

現
に
向
け
た
基
本
構
想
「
さ
く
ら
満
開
の
ま

ち
づ
く
り
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

　
そ
の
最
初
の
取
り
組
み
と
し
て
、
市
内
の

「
さ
く
ら
」
の
名
所
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
「
由
利
本
荘
市
さ
く
ら
マ
ッ

プ
『
さ
く
ら
100
景
』
」
を
作
成
し
ま
し
た
の

で
そ
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
さ
く
ら
マ
ッ
プ
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ご
覧
に
な
れ
る
ほ
か
、
市
役
所
本
庁
や
各
総

合
支
所
・
出
張
所
な
ど
の
各
公
共
施
設
へ
備

え
付
け
て
お
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
各
地
域

の
名
所
を
巡
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
今
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
心
和
む
情
景

が
、
そ
こ
に
は
あ
る
は
ず
で
す
。

　
　
※
「
さ
く
ら
満
開
の
ま
ち
づ
く
り
グ
ラ

　
　
　
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
の
概
要
に
つ
い
て

　
　
　
は
、
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　「さくら100景」の一つ、岩城地域の
市道二古亀田線沿線で３月29日（日）、
ボランティア約100人が参加し桜の植
樹が行われました。
　この日植樹されたのは、（財）日本さ
くらの会が進める「宝くじ桜配布事業」
で提供されたソメイヨシノ100本。参
加者は沿線のクリーンアップも兼ねな
がら「きれいな花を咲かせてね」など
と声をかけ、約２ にわたり丁寧に植
樹していきました。

　　　　　　　　　　　　　昨年３月に市役所を退職
　　　　　　　　　　　　された皆さんからの「さく
ら満開のまちづくり事業」への多額の篤志を活用した
記念植樹が、３月24日（火）本荘公園で行われ、退職
者有志の皆さんがソメイヨシノ６本を植樹しました。

　平成20年度市職員退職者有志
の皆さんから「さくら満開のま
ちづくり事業」に向けて多額の
篤志をご寄付いただきました。

キ
　ロ

待
ち
に
待
っ
た
春
の
訪
れ
―
　
　
　
　
（
昨
年
の
「
本
荘
さ
く
ら
ま
つ
り
」
で
）

市長に目録を渡す前市
民環境部長・鷹島さん

▲市ホームページからも
　ご覧いただけます
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